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第８回秦野斎場施設検討委員会要旨 

  

１ 日 時 

  平成２７年２月１８日（水） 午後１時３３分から３時２０分まで 

  

２ 場 所 

  秦野市伊勢原市環境衛生組合会議室 

  （はだのクリーンセンター３階小会議室） 

  

３ 出席者 

 (1) 委員（７名） 

 (2) 事務局等（５名＋設計事業者２名＋火葬炉事業者２名） 

  

４ 内 容 

 (1) 前回議事録の確認等 

  ・ 第７回秦野斎場施設検討委員会の議事録について、２月２７日（金）

までに確認をいただくことで了承された。 

    また、それ以降に議事録を本組合ホームページに掲載することについ

て了承された。 

 

 (2) 議題 

  ア 第７回施設検討委員会指摘事項について 

    事務局から、第７回委員会において意見のあった事項について内容等

を説明し、次の事項について質疑応答等があった。 

  ・ 委員から、中水利用についてどのような計画をしているのかとの質問

があり、事務局から、まちづくり条例で雨水抑制が義務付けられている

ことからも雨水利用を考えている、また雑排水と飲料水に分けて確保し、

災害時にも各所へ水を送れるように計画をしていると回答した。 

  ・ 委員から、既存棟の更衣室は会葬者のためのもので良いかとの質問が

あり、事務局から、遠方からの会葬者の利用を想定していると回答した。 

     

  イ 空調用熱源の比較検討について 

    事務局から、空調用熱源の計画について管理ゾーン、利用者ゾーン別
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に説明し、委員からの意見、質問はなかった。 

   

  ウ 屋内外デザインについて 

    事務局から、外観のデザインについて寄棟案、切妻案の２案を説明し、

次の事項について質疑応答等があった。 

  ・ 委員から、屋根は一文字葺きなのか瓦棒葺きなのかとの質問があり、

事務局から一文字葺きで考えていると回答した。 

  ・ 委員から、２案のコスト面及び雨漏りの可能性について質問があり、

事務局から、コスト面ではほとんど差はなく、雨漏りの可能性では寄棟

案の一枚の大屋根の方が少なく、切妻案だと水の収まりが複雑になりメ

ンテナンスにも手間が掛かる部分が出ると回答した。 

  ・ 委員から、２案の屋根形状の違いから雨水の集水に関してはどちらが

効率的かとの質問があり、事務局から、どちらも同じであると回答し、

デザイン面では切妻案が綺麗だが斎場施設の性質上、高さを抑えた落ち

着いた表情の寄棟案がより良いのではと説明した。 

  ・ 委員長から、寄棟葺きを採用することで採決を諮った結果、全委員の

賛成により承認された。 

  

    事務局から、アプローチ、エントランスホール、告別室、収骨室等の

屋内デザインについて動画を交えて説明し、次の事項についての質疑応

答等があった。 

  ・ 委員から、収骨室のデザインが奇抜ではないかとの質問があり、事務

局からシンプルで威圧感がなく、且つどの宗派の方にも馴染むようなデ

ザインを検討していくと回答した。 

  ・ 委員から、軒天の材料は何か質問があり、事務局から、木調のシート

を張ったアルミ銅プラス複合板で考えているが、いろいろなバリエーシ

ョンを検討して全体のバランスで決定すると回答した。 

  ・ 委員から、告別室にトップライトがあるが、雨漏りの心配はないかと

の質問があり、事務局から、シールでの処理をすると５年程で水が漏れ

る心配もあるので極力シールには頼らず、断面構成で雨じまいを作るな

どして雨漏りのないように検討していくと回答した。 

  ・ 委員から、窓面が多いが熱効率が悪くなるのではないかとの質問があ

り、事務局から、間に空気ではなく特殊なガスを入れた二重ガラスを採
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用していくと回答した。 

  ・ 委員から、エントランスデザインは木調ルーバーであり木製ではない

のかとの質問があり、事務局から木製ではないことを回答した。 

  ・ 委員から、使用する木材に地場産を確保するのは難しいのではないか

との質問があり、事務局から、実施設計の中でどの位の供給ができるの

かを押さえて進めたいと回答した。 

  ・ 委員から、屋上緑化部へ下りる階段があるが、屋上緑化部は、一般の

会葬者が入れるようにはせず、メンテナンスや管理がし易いものにする

べきでは、との意見があり、事務局からご意見のとおり計画すると回答

した。 

  

    事務局から、今後の基本設計、実施設計の進め方について説明し、次

の事項についての質疑応答等があった。 

  ・ 委員から、防火水槽を基本設計に入れなくて良いのかとの質問があり、

事務局から、残課題としているがピット内への配置を検討中であると回

答した。 

 

 (3) その他 

   事務局から、今後のスケジュール等について説明し、次の事項について

質疑応答等があった。 

  ・ 委員から、基本設計案は一通り全て揃えた状態を指すのか、それとも

残課題のある中間報告の状態を指すのかとの質問があり、事務局から、

方向性が固まった段階として捉えている。今後、議会及び周辺自治会等

に説明し、いただいた意見を反映していく中で変更する事項もあると回

答した。 


